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学
校
ト
イ
レ
の
改
修
に
早
期
対
応
を

問
ト
イ
レ
は
今
や
一
般
住
宅
に
お
い
て
、
清
潔
な
洋
式

が
主
流
で
あ
る
が
、
い
ざ
学
校
へ
行
く
と
和
式
が
ほ
と
ん

ど
で
、
子
ど
も
が
小
学
校
へ
入
学
し
て
も
和
式
で
、
用
を

足
せ
な
い
と
い
う
相
談
が
あ
っ
た
。
早
急
に
学
校
ト
イ
レ

の
改
修
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
る
が
、
市
の
小
中

学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
の
現
状
は
。

教
育
部
長

お
お
よ
そ
の
学
校
で
校
舎
１
棟
１
フ
ロ
ア

に
男
女
と
も
最
低
１
カ
所
以
上
の
洋
式
便
器
が
設
置
し
て

あ
る
。

問
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
学
校
は
和
式
ト
イ
レ
利
用

が
困
難
と
な
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
も
避
難
す
る
の
で
多

目
的
ト
イ
レ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長

学
校
の
屋
内
運
動
場
ト
イ
レ
に
は
高
齢
者

や
け
が
人
の
使
用
も
あ
る
の
で
洋
式
便
器
の
必
要
性
も
あ

り
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
も
必
要
と
考
え
る
。

問
毎
年
、
ト
イ
レ
改
修
要
望
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
、

今
後
の
修
繕
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

髙
松
幸
雄
議
員

愛
西
市
水
道
の
値
上
げ
は
必
要
な
い

問
「
愛
西
市
の
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、
基
幹
施
設
の

耐
震
化
事
業
、
老
朽
化
施
設
や
水
道
管
の
更
新
な
ど
が
上

が
っ
て
い
る
。
耐
震
化
事
業
計
画
、
老
朽
化
施
設
、
管
路

の
更
新
計
画
の
具
体
化
と
事
業
費
用
の
試
算
は
。

上
下
水
道
部
長

佐
織
中
部
浄
水
場
の
配
水
池
２
カ
所

は
、
平
成
28
年
度
に
耐
震
診
断
を
計
画
し
て
い
る
。
耐
震

診
断
費
用
は
、
約
１
千
500
万
円
。
補
強
費
な
ど
は
耐
震
診

断
結
果
か
ら
試
算
す
る
。
老
朽
化
施
設
は
、
施
設
更
新
計

画
策
定
に
当
た
り
、
適
正
な
維
持
管
理
で
機
能
の
劣
化
を

制
御
す
る
。
経
年
管
路
の
更
新
は
、
下
水
道
工
事
な
ど
で

移
設
す
る
管
を
主
体
に
耐
震
管
路
に
す
る
。
経
年
管
路
更

新
事
業
な
ど
で
年
間
約
１
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
市
は
県
水
を
購
入
し
て
い
る
が
、
県
と
の
承
認
基
本

水
量
が
１
日
８
千
900
㎥
だ
が
、
昨
年
は
１
日
最
大
7
千
365

㎥
し
か
使
用
し
て
い
な
い
。
県
企
業
庁
水
道
部
に
対
し
承

認
基
本
水
量
の
引
き
下
げ
な
ど
、
給
水
料
金
の
引
き
下
げ

交
渉
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、い
く
ら
ま
で
引
き
下
げ
が
可
能
か
。そ
れ
に
よ
っ

て
ど
れ
く
ら
い
経
費
が
削
減
で
き
る
か
。

真
野
和
久
議
員

上
下
水
道
部
長

今
後
、
承
認
基
本
水
量
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
県
企
業
庁
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

過
去
３
年
間
の
実
績
や
渇
水
時
対
応
も
必
要
で
、
総
合

的
に
判
断
し
、
協
議
を
進
め
る
。
仮
に
、
１
日
100
㎥
を
削

減
す
る
と
、
年
間
で
税
抜
153
万
６
千
円
下
が
る
。

問
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
、
経
営
努
力
を
し
っ
か
り
し

た
後
だ
。
承
認
基
本
水
量
を
17
年
の
１
日
７
千
900
㎥
ま
で

減
ら
せ
ば
、
年
間
約
１
千
500
万
円
経
費
削
減
で
き
る
。
ま

た
、
26
年
度
決
算
で
は
収
益
的
収
支
は
赤
字
だ
が
、
資
本

収
支
は
３
千
万
円
積
み
上
げ
て
い
る
。
約
６
億
円
の
資
金

も
あ
る
。
値
上
げ
提
案
は
、
耐
震
費
用
な
ど
具
体
的
に
明

ら
か
に
な
っ
て
か
ら
で
よ
い
の
で
は
。

　

加
入
者
分
担
金
も
約
830
万
円
あ
り
、
経
営
努
力
に
よ
っ

て
赤
字
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
な
状
況
と
考
え
れ

ば
、
今
回
の
提
案
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

上
下
水
道
部
長

県
水
費
承
認
基
本
水
量
の
削
減
は
、

県
企
業
庁
と
協
議
の
上
と
な
り
、
結
果
は
今
後
と
な
る
。

経
営
状
況
は
、
給
水
収
益
の
減
少
な
ど
に
伴
い
、
22
年
度

か
ら
当
年
度
の
純
損
失
が
発
生
し
、
健
全
な
経
営
内
容
と

は
言
え
な
い
。
今
後
更
新
費
用
な
ど
大
き
な
金
額
が
か
か

る
と
考
え
る
。

▲愛西市新水道ビジョン


